
先日、県総合教育センターにて

既に、新聞報道等で紹介されているとおりですが、

と、恐怖や喪失体験などによりこころに傷を受け、その時のことを繰り返し思い出す、遊びの中で

再現するなどの症状に加え、気持ちが不安定になったり、睡眠が十分に

影響することがあります。こうした反応は誰にでも起こりうることであり、時間の経過とともに薄

れていきますが、このような状況が長くなる場合があります。

レビの報道を見たり、話を聞いたりして普段とは違ったこころの状態になるかもしれません。

私たち大人は、子どもたちが安心でき

きる環境を整えていく努力をしなければいけないと感じました

● レインボー支援センター支援活動

今年度もレインボー支援センターは、

ているお子さん、保護者、学校や施設等の関係者からの相談を受けつけています。生活や学習の悩み、

お友達との関係など様々な発達にかかわる

スタッフで活動します。よろしくお願いいた

● 相談方法 ●

訪問や来校、電話での

実態把握に関する

個別の指導計画の作成

校内研修会の講師等

ご相談は、電話（９時～１７

ご相談内容をお聞きし、後日改
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このたびの東日本大震災により被災された方々

心よりお見舞い申し上げます。

先日、県総合教育センターにて「児童生徒のこころのサポート」について研修

既に、新聞報道等で紹介されているとおりですが、自然災害や事件・事故等に子どもが遭遇する

と、恐怖や喪失体験などによりこころに傷を受け、その時のことを繰り返し思い出す、遊びの中で

再現するなどの症状に加え、気持ちが不安定になったり、睡眠が十分に取れなくなるなど、生活に

影響することがあります。こうした反応は誰にでも起こりうることであり、時間の経過とともに薄

れていきますが、このような状況が長くなる場合があります。また、直接被災していなくても、テ

レビの報道を見たり、話を聞いたりして普段とは違ったこころの状態になるかもしれません。

子どもたちが安心できるような環境…学習や遊び、趣味など

きる環境を整えていく努力をしなければいけないと感じました。（佐藤 陽子）

支援活動 ●

レインボー支援センターは、地域の就学前のお子さんや小学校、中学校、高等学校に在籍し

ているお子さん、保護者、学校や施設等の関係者からの相談を受けつけています。生活や学習の悩み、

お友達との関係など様々な発達にかかわる以下のような相談・支援活動を行っております。

スタッフで活動します。よろしくお願いいたします。

《スタッフ

☆小学部：佐藤 陽子・小原

★中学部：竹田 友一郎・下村

☆高等部：佐藤 純

での個別相談。

する相談。

作成に関する相談。

講師等。

１７時）、または E－Mail にて受け付けております

後日改めて相談の日程等についてご連絡いたします

レインボー支援センター》

５１２５ ・ FAX ０１９－６６１－５１７０

soudan@mat-y.iwate-ed.jp

どうぞ お気軽にご
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より被災された方々に、

心よりお見舞い申し上げます。

研修してきました。

自然災害や事件・事故等に子どもが遭遇する

と、恐怖や喪失体験などによりこころに傷を受け、その時のことを繰り返し思い出す、遊びの中で

取れなくなるなど、生活に

影響することがあります。こうした反応は誰にでも起こりうることであり、時間の経過とともに薄

また、直接被災していなくても、テ

レビの報道を見たり、話を聞いたりして普段とは違ったこころの状態になるかもしれません。

などに集中することがで

陽子）

地域の就学前のお子さんや小学校、中学校、高等学校に在籍し

ているお子さん、保護者、学校や施設等の関係者からの相談を受けつけています。生活や学習の悩み、

を行っております。主に 6 名の

スタッフ》

陽子・小原 幾江

友一郎・下村 陽子・森下 麗美

けております。

いたします。

５１７０

にご連絡ください！


